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今回のテーマ：定年後の年休の付与日数は？ 

Ｑ．定年退職後、再雇用する従業員がいます。その場合に年次有給休暇の付与日数を計算す 

る際は、定年退職前の勤務期間を考慮して決めなければならないのでしょうか？定年退職 

によって労働契約は一旦、終了しているので年次有給休暇もイチからやり直しでいいの 

ではと思っているのですが、どうでしょうか？ 

Ａ．定年退職後の気をつけなければならない重要事項の一つとして、今回の年次有給休暇が挙

げられます。確かに、従業員を定年退職後に再雇用した場合は一般的に定年前とは、賃金

や労働時間などの重要な労働条件は変わりますので、新たな雇用契約が発生したものとい

えます。ただ、実態として多くの会社では、再雇用後も同じような職務を行うなど雇用関

係は定年前から引き続き継続しているものと考えられます。 

 したがって、再雇用後の年次有給休暇は、定年退職前の勤務期間を通算して、付与日数

を計算しなければなりません。例えば一般的に勤続６．５年以上の従業員の場合、２０日

の年次有給休暇が付与されていますが、その人が定年退職後、再雇用された場合も２０日

の年次有給休暇が付与されることになります。 

 なお、定年退職後再雇用される場合、定年時に消化されていない年次有給休暇は、定年

退職の際に消滅せず、再雇用後に引き継がれますので、その点にも注意が必要です。  

 

定年前の勤続期間も通算して年休付与日数は、カウント！ 
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執筆者プロフィール 

滋賀県内外約４００社の企業を指導する中で培った人事労務の実務経験をベースにした

セミナーは分かりやすく、実践的であると大好評。最近では、「マイナンバーセミナー」に

て新聞・テレビなど、多くのマスコミの取材を受ける。セミナーはもちろん、雑誌への執筆

なども積極的に行っている。 

日本経営協会、商工会議所、商工会、大学などで、年間約８０回以上のセミナーを行う。 

 労務相談はお気軽に協会までご連絡ください！  
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